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最
近
、
マ
ス
コ

ミ
で
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ま
た
は
パ
イ
オ
と
い
う
-一一一口葉
が
盛

ん
に
使
わ
れ
て
お
り
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
と
並
ぶ
ハ
イ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
し
て
注

目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

分
野
は
昨
年
、
大
阪
で
第

一
回
国
際
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
学
会
が
企
厨
、
開
催
さ

れ
た
乙
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

日
本
は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
、
位
界
的
に

も
一
位
か
二
位
と
い
う
高
い
知
的
、
技
術

的
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ
う

で
す
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
手
法
に
は
、

多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
包
含
し
て
お

り
ま
す
。
生
体
の

一
部
分
を
取
り
出
し
、

培
養
、
増
殖
さ
せ
る
組
織
培
養
。

細
胞
を

一
個
ず
つ
ば
ら
ば
ら
に
し
、
親
と
同
じ
遺

伝
子
宇伊
も
つ
多
数
の
コ
ピ

1
生
物
を
作
る

細
胞
培
養
(
ク
ロ
ー
ン
培
養
)
。
異
な
る

種
の
生
体
細
胞
ど
う
し
を
直
接
融
合
さ
せ
、

雑
種
生
物
を
作
る
細
胞
融
合
。

あ
る
種
の

有
効
な
遺
伝
子
を
取
り
出
し
、
他
の
生
体

染
色
依
内
に
埋
め
込
み
、
有
効
な
物
質
ま

た
は
作
用
を
利
用
す
る
遺
伝
子
組
換
え
技

術
。
生
体
の
反
応
系
を
効
率
よ
く
利
用
す
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る
パ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
等
々
、
極
く
単
純

な
も
の
か
ら
復
雑
で
難
し
い
も
の
ま
で
あ

り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
草
部
が
い
ち
早

く
乙
の
分
野
で
の
研
究
予
算
を
得
て
、
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

そ

こ
で
、
現
在
、
大
型
海
療
に
用
い
ら
れ
て

い
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
到
達
点
に

つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
私
が
こ
れ

ま
で
行
っ
た
研
究
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す。

藻
類
関
係
、
特
に
大
型
海
藻
類
を
対
象

と
し
た
技
術
と
し
て
は
、
現
在
ま
だ
目
を

見
張
る
よ
う
な
高
度
な
研
究
報
告
は
見
あ

た
り
ま
せ
ん
。

一
九
七
八
年
に
カ
ナ
ダ
の
チ
ェ
ン
と
テ

イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
ツ
ノ

マ
タ
の

一
種
で

組
織
培
養
に
成
功
し
た
の
が
最
初
で
す。

そ
の
後
、
海
藻
の
組
織
矯
養
は
十
数
種
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
て
お

η
ま
す
が
、
産
業

上
重
要
な
コ
ン
ブ
田
植
物
に
つ
い
て
は
、

七
種
で
成
功
し
て
お
り
ま
す
。

組
織
活
養
は
図
1
に
示
し
た
方
法
に
準

じ
て
行
わ
れ
ま
す
。
乙
の
図
は
私
が
ツ
ル

ア
ラ
メ
を
用
い
て
行
っ

た
も
の
で
す
が、
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ま
ず
藻
体
の

一
部
、
築
部
、
茎
部
、
仮
綴

等
を
取
り
出
し
、
表
面
に
付
着
す
る
ご
み

や
生
物
を
取
り
除
き
ま
す
。
そ
の
後
は
組

織
へ
の
細
菌
類
感
染
を
防
ぐ
た
め
無
菌
室

内
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で

組
織
を
殺
菌
し
ま
す
。

そ
し
て
、
完
全
に
無

菌
佑
さ
れ
た
組
織
の

0
・
五
t
二
ミ
リ
角
を

切
り
出
し
、
寒
天
窮
地
上
で
培
養
し
再
生
細

胞
の
発
出
を
待
ち
ま
す
。
再
生
細
胞
が
発
出

し
た
ら
、
乙
れ
ら
を
適
当
な
居
地
へ
移
し
て

も
と
の
藻
俸
に
ま
で
養
成
す
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
組
織
培
養
の
培
養
殖
的
意

義
に
つ
い
て
は
、

一
つ
に
は
コ
ン
ブ
目
植

物
は
図
2
に
一示
す
よ
う
な
生
活
環
を
も
っ

て
お
り
、
我
々
の
利
用
す
る
コ
ン
ブ
の
体

は
複
相

(
2
n
)
の
無
性
世
代
で
、
乙
の

体
の
上
に
遊
走
子
を
作
る
子
嚢
斑
が
形
成

さ
れ
、
乙
れ
よ
り
遊
走
子
が
放
出
さ
れ
、

海
中
を
泳
ぎ
、
岩
な
ど
に
付
着
す
る
と
発

芽
し
て
、
肉
眼
で
は
見
え
な
い
微
小
な
単

相
(

n

)

の
雄
や
雌
の
有
性
世
代
と
な
り

ま
す
。

乙
れ
ら
が
成
熟
す
る
と
雄
に
は
精
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戸園、

子
が
、
雌
に
は
卵
が
形
成
さ
れ
、
受
精
す

る
と
卵
は
発
芽
し
て
コ
ン
ブ
の
体
と
な
る

の
で
す
が
、
コ
ン
ブ
の
俸
の

一
部
組
織
か

ら
直
接
待
び
コ
ン
ブ
の
依
を
作
る
組
織
活

養
で
は
、
生
活
環
の
中
の
雌
雄
世
代
を
経

る
乙
と
が
な
い
た
め
、
そ
の
聞
の
管
理
を

省
く
ζ
と
が
で
き
る
乙
と
で
あ
り
ま
す
。

二
つ
め
に
は
、
親
の
組
織
そ
の
も
の
を

指
養
す
る
た
め
、
遺
伝
的
に
同
質
の
所
謂

コ
ピ
i
個
依
宇
伊
大
量
に
得
る
こ
と
が
で
き
、

優
良
な
親
の
形
質

(
例
え
ば
養
殖
個
俸
の

.-._ 

図2

中
の
ト
ビ
等
)
が
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、

優
良
個
俸
の
み
を
大
量
に
作
り
出
す
乙
と

が
で
き
ま
す
。

次
に
細
胞
融
合
の
技
術
が
湯
げ
ら
れ
ま

す。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
と
ト
マ
ト
の
細
胞
を
融
合
し
て
ポ

マ
ト
と
い
う
新
生
物
を
作
出
し
た
例
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
大
き
く
二
つ
の
技

術
を
連
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

即
ち
、

一
般
に
植
物
細
胞
の
場
合
、
細
胞

の
外
側
に
俸
を
一
定
の
形
に
保
つ
た
め
の

堅
い
細
胞
墜
を
持
っ
て
お
り
、
細
胞
融
合

さ
せ
る
た
め
に
は
ζ

の
墜
を
取
り
除
い
て

裸
の
細
胞
を
取
り
出
す
(
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス

ト
伯
)
技
術
が
必
要
で
、
次
に
融
合
さ
せ

て
発
生
さ
せ
る
授
術
を
用
い
る
わ
け
で
す
。

海
換
で
は
現
在
の
と
乙
ろ
、
プ
ロ
ト
プ

ラ
ス
ト
伯
に
成
功
し
た
も
の
は
十
五
額
で
、

融
合
細
胞
の
得
ら
れ
た
も
の
は
二
例
で
す

が
、
融
合
細
胞
が
発
芽
し
て
新
種
が
で
き

た
も
の
は
ノ
リ
で
報
告
さ
れ
た
だ
け
で
す
。

し
か
し
、
乙
の
技
術
が
確
立
す
る
と
、
こ

れ
ま
で
自
然
界
で
は
全
く
得
ら
れ
な
い
新

し
い
生
物
が
で
き
る
た
め
、
思
い
が
け
な

い
利
点
を
も
っ
海
藻
が
作
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
わ
け
で
す
。

海
藻
に
お
け
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
現
状
は
主
に
こ
れ
ら一

一つ
の
技
術
で
す

が
、
こ
こ
二

t
三
年
の
開
発
の
ス
ピ
ー
ド

を
見
る
と
、
次
々
と
新
し
い
成
果
を
上
乗

戸圃『
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せ
し
、
数
年
の
う
ち
に
遺
伝
子
組
み
換
え

ま
で
進
み
そ
う
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
ま
す

し
、
事
実
、
ア
メ
リ
カ
で
は
海
藻
を
用
い
て

遺
伝
子
操
作
受
付
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
海
車
部
で
の
仕
事
と
し
て

は
、
乙
れ
程
高
度
な
こ
と
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、

一
つ
に
は
日
本
海
沿
岸
で
も

生
育
で
き
る
マ

コ
ン
ブ
の
作
出
、
ツ
ル
ア

ラ
メ
と
マ
コ
ン
ブ
の
雑
種
、
八
一戸
に
お
け

る
養
殖
用
コ

ン
フ
の
大
型
種
の
作
出
等
の

内
容
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年

度
は
、
交
雑
に
よ
る
雑
種
を
作
る
た
め
、

ツ
ル
ア
ラ
メ
、
マ
コ
ン
ブ
、
そ
れ
に
八
一戸

産
の
コ
ン
ブ
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
配
偶
体
の

無
菌
分
離
技
術
の
確
立
と
組
織
活
養
を
検

討
し
ま
し
た。

そ
の
結
果
、
配
偶
体
の
雌

雄
を
無
菌
他
分
離
す
る
手
法
を
検
討
し

一

応
の
成
果
を
得
て
お
り
、
現
在
各
種
に
つ

い
て
保
存
箔
養
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
組
織
活
養
に
つ
い
て
は
ツ
ル
ア

ラ
メ
で
初
め
て
摘
出
組
織
か
ら
再
生
細
胞

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
マ
コ
ン
ブ
に

つ
い
て
も
同
様
の
結
果
を
得
た
の
で
、
先

日
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
学
会
誌
に
報
告

し
た
と
こ
ろ
で
す。

今
年
度
は
着
手
し
た
ば
か
り
で
、
こ
れ

か
ら
多
く
の
解
決
す
べ
き
技
術
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
良
い
成
果
を
報
告
で
き

る
よ
う
今
後
と
も
鋭
意
努
力
を
重
ね
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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ア
ワ
ビ
の
漁
獲
量
は
、
間
和
五
九
年
冬

期
に
襲
っ
た
異
常
冷
水
温
の
影
響
を
強
く

受
け
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
最
近
は

回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
種
苗
放

流
を
実
施
し
て
い
る
地
先
で
は
、
回
復
が

阜
く
漁
獲
に
占
め
る
放
流
貝
の
出
率
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
放
流
効
巣
が
年
々
定
着

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ

稚
貝
を
単
に
磯
娘
漁
場
に
放
流
す
る
だ
け

で
は
効
果
が
薄
く
、
放
流
方
法

・
放
流
サ

イ
ズ

・
放
流
場
所
等
を
充
分
吟
味
し
て
放

流
す
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
放
流
効
果
が
期

待
で
き
る
は
ず
で
す
。

今
回
は
放
流
技
術
の
試
験
と
し
て
、
階

上
町
大
蛇
地
区
で
実
施
し
た
エ
ゾ
ア
ワ
ビ

標
識
放
流
を
紹
介
し
ま
す
。
試
験
漁
場
は
、

図

1
に
示
し
た
大
蛇
漁
港
南
側
に
位
置
す

る
ト
ビ
根
周
辺
、
水
深
二
・
五

m
の
開
放

型
の
平
機
地
帯
で
あ
り
、
底
質
は
転
石
ま

じ
り
の
岩
盤
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
餌
斜

環
境
に
恵
ま
れ
た
漁
場
で
す
。
標
識
は
、

殻
長

一

o
t九
O
m
の
各
サ
イ
ズ
の
エ
ゾ

ア
ワ
ビ
一

二
三
二
個
俸
に
付
け
、
際
水
に

よ
り
海
底
の
ア
ワ
ビ
礁
基
部
に
放
流
し
ま

し
た
。

5頁

〈
食
害
調
査

〉

放
流
地
点
に
三
枚
網
二
反
(
約
七

O
m
)

を
放
流
直
前
に
敷
設
し
、
翌
朝
揚
網
し
た

と
こ
ろ
、
表
ー
に
示
し
た
魚
類
が
か
か

っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
魚
類
の
胃
内
容

) 11 

人
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位置図および試験漁場

物
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
標
識
放
流
貝
を
捕

食
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
主
に
ァ
、
、
¥

ワ
レ
カ
ラ
、

ヨ
コ
エ
ビ
、
小
魚
を
食
べ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
放
流
時
の
潜
水
観

察
で
は
放
流
貝
へ
の
攻
撃
行
動
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
流
翌
日
の
潜
水
調

査
で
五
四
個
俸
の
標
識
放
流
貝
死
亡
個
依

を
回
収
し
ま
し
た
。
死
ん
だ
標
識
放
流
貝

は
、
殻
長
三
五
棚
以
下
の
軟
体
部
が
や
せ

た
個
俸
に
多
く
、
や
せ
て
弱
っ
た
放
流
貝

に
ヤ
ド
カ
リ
、
ィ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
、
エ
ゾ

ヒ
ト
デ
、
カ
ニ
類
が
攻
撃
を
加
え
捕
食
し

て
い
る
状
態
が
観
祭
さ
れ
ま
し
た
。

放
流
時
に
は
魚
類
を
は
じ
め
肉
食
性
の

貝
類
、
カ
ニ
類
、
ヒ
ト
デ
類
が
放
流
稚
貝

に
攻
撃
を
加
え
る
の
で
、
捕
食
生
物
か
ら

保
護
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
た
め

ヒ
ト
デ
等
を
駆
除
し
た
後
に
カ
キ
殻
、
ホ

タ
テ
貝
殻
等
に
付
着
さ
せ
て
捕
食
生
物
か

ら
の
攻
撃
機
会
を
少
な
く
し
、
し
か
も
、

太
っ
た
健
康
な
稚
貝
を
行
動
が
活
発
に
な

る
夕
方
に
、
餌
斜
海
藻
が
豊
富
で
す
み
場

の
多
い
場
所
に
放
流
す
る
事
が
望
ま
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
移

動

〉

標
識
放
流
貝
の
多
く
は
、
放
流
地
点
よ

り
水
深
の
浅
い
汀
線
方
向
で
再
補
さ
れ
て

い
ま
す
。

放
流
翌
日
は
、
放
流
地
点
の
周
囲
五

m

の
範
囲
内
に
と
ど
ま
り
、
大
半
は
二

m
以

図1

三枚網で漁獲した

魚種と尾数

魚L 種 尾 数

ク ミノ メ 11尾
ア イ ナ メ 2 
エゾイソアイナメ 2 
トウベ ツカジカ 3 
ギス カ シカ

ブサギンポ l 

ク サ ウ オ I 

表 1円
で
し
た。

一
O
日
後
に
は
範
囲
が
広
が

り
北
側
は
一
O
m
、
南
側
は

一
七

m
ま
で

達
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
分
布
の
中
心
は

放
流
地
点
七

m
以
円
で
あ
り
、
転
石
と
転

石
が
重
な
り
合
う
す
き
間
、

ア
ワ
ビ
礁
基

部
と
岩
盤
と
の
す
き
間、

岩
盤
の
割
自
に

多
く
、
小
型
個
体
は
汀
線
方
向
へ
、
大
型

個
体
は
押
合
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
。
六

ヶ
月
後
の
ロ
ー
ア
ラ
イ
ン
の
調
査
で
は
、

南
側
六
八

m
の
地
点
で
放
流
時
殻
長
六
0
・

八
仰
の
標
識
貝
、
南
側

一
五
m
の
地
点
で

放
流
時
殻
長
=
二

・
二
酬
の
標
識
貝
が
再

捕
さ
れ
ま
し
た
。
一
五
ヶ
月
後
の
調
査
で

は
、
八
五
個
体
の
標
識
貝
を
再
捕
し
ま
し

た
。
最
も
遠
く
で
発
見
し
た
の
は
、
南
側

一
六
五
m
の
地
点
で
放
流
時
殻
長
六
六

・

一
m
の
標
識
貝
で
し
た
。
し
か
し
、
標
識

貝
の
多
く
は
放
流
地
点
か
ら
南
西
方
向
五

o
m以
内
で
再
捕
さ
れ
て
お
り
、
特
に
放
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流
時
殻
長
五
O
m
以
下
の
療
識
貝
は
五
三

個
体
で
回
収
総
数
の
六
二

・
三
%
を
占
め
、

大
半
が
放
流
地
点
お
よ
び
水
深

一
・
五

m

の
汀
線
付
近
で
の
再
捕
で
し
た
。
放
流
時

殻
長
六

O
m
以
上
の
標
識
貝
は
一
五
個
依

で
回
収
総
数
の
一
七

・
七
%
で
あ
り
、
回

収
率
が
低
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
調
査

範
囲
が
放
流
地
点
か
ら
七

O
m
以
内
に
集

中
し
た
事
に
よ
り
、
移
動
の
大
き
か
っ
た

六
O
m以
上
の
標
識
貝
の
再
摘
が
少
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
成

長

〉

試
験
漁
場
の
年
間
水
温
を
図

2
に
、
放

流
時
殻
長
別
の
成
長
を
図

3
に
一
示
し
ま
し

た
。
標
識
放
流
貝
の
成
長
は
試
験
漁
場
の

年
間
水
混
推
移
と
餌
斜
海
藻
の
消
長
と
ほ

ぼ
一
致
し
、
水
滴
が
上
昇
し
海
藻
が
繁
茂

す
る
春
か
ら
夏
に
か
け
て
大
き
く
、
冬
期

間
の
成
長
は
停
滞
し
て
い
ま
し
た
。
階
上

町
地
先
に
お
け
る
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
成
長
は
、

貝
殻
透
視
法
に
よ
る
年
令
査
定
と
ほ
ぼ
同

僚
の
結
果
で
あ
り
、
エ
ソ
ア
ワ
ビ
漁
獲
制

限
殻
長
の
九

O
m
に
達
す
る
に
は
発
生
後

五

t
六
年
か
か
り
ま
す
。

〈
再
捕
結
果
・
再
捕
率

〉

表
2
に
潜
水
再
捕
結
果
を
示
し
ま
し
た
。

放
流
後

一
0
ヶ
月
後
の
五
月
か
ら
一

O
月

ま
で
の
期
間
に
は
八
回
、
延
潜
水
時
間

一

六
八

O
分

(
二
八
時
間
)
を
要
し
て
潜
水

再
捕
を
実
施
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
標
識
放

青森県水産増殖センターだより第38号

℃ 

20 

10 

7 

流
貝
宇佐
凶
収
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
放
流

一一一
ヶ
月
後
の
七
月
は
放
流
地
点
周
辺
に

ワ
カ
メ
が
大
繁
殖
し
、
同
時
に
ホ
ソ
メ
コ

ン
ブ
の
着
生
量
も
多
く
標
識
以
流
貝
の
発

見
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
回
収
作
業
は

大
型
海
藻
が
流
失
す
る
一

0
ヶ
月
が
主
に

な
り
、
放
流
後

一
五
ヶ
月
自
に
ず
れ
ま
し

た
。
政
流
六
ヶ
月
後
の

二

↓月
で
は
、
潜

水
作
業
時
間
六

O
分
当
り
の
再
捕
数
は
一

九
個
で
あ
り
出
較
的
容
易
に
発
見
で
き
ま

し
た
が
、
一
年
後
か
ら
は

一
・
四
一ニ

t
九
・

四
三
個
と
発
見
が
難
し
く
な
り
、
再
捕
数

は
九
一

個
体
で
し
た。

戸園、、

戸""

10月7 58. 1 

試験漁場の水温図2

57. 7 

90 

80 

70 

60 殻

長

政
流

一
五
ヶ
月
後
の
以
流
時
殻
長
別
再

捕
率
を
図
4
に
示
し
ま
し
た
。

一
五
ヶ
月

後
の
再
捕
個
数
は
放
流
総
数
の
四

・
一一一四

%
に
あ
た
る
九
一

個
体
で
あ
り
、
放
流
時

殻
長
四
五

t
五
O
m
サ
イ
ズ
の

二

一
・
一

七
%
が
段
も
高
い
再
捕
率
を
示
し
ま
し
た
。

な
お
、

生
残
員
の
全
数
再
捕
は
開
放
型

の
平
磯
地
帯
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
調
査

回
数
に
よ
っ
て
変
他
す
る
乙
と
か
ら
各
サ

イ
ズ
と
も
再
捕
率
よ
り
高
い
生
残
率
が
期

待
で
き
ま
す
。
特
に
、
放
流
時
殻
長
六

O

ω

m
以
上
の
大
型
個
体
で
は
移
動
が
大
き
く

(

生
息
範
囲
が
鉱
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
未

F園、、

50 

40 

30 

20 

mm 

年

長

司

品

目何

3
1

ビ

5

ワイノエ流放識標

U月581月
年

577月
年

10 

発
見
個
俸
が
多
く
な
り
再
捕
率
が
低
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
残
率
は
大

型
個
俸
に
な
る
に
従
い
高
く
な
る
乙
と
が

推
察
さ
れ
ま
す
が
、
本
試
験
で
は
明
ら
か

に
す
る
と
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た。

種
苗
放
流
で
は
、
優
良
漁
場
に
活
力
の

あ
る
稚
貝
を
放
流
す
る
こ
と
が
効
果
を
上

げ
る
重
要
な
要
因
で
す
が
、
人
工
種
苗
は

高
密
度
で
飼
育
さ
れ
る
た
め
軟
依
部
が
や

せ
た
活
力
の
低
下
し
た
稚
貝
も
一
部
生
産

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
放
流
に
際
し
て

は
ヒ
ト
デ
等
の
食
害
生
物
を
駆
除
し、

カ

キ
殻
や
ホ
タ
テ
貝
殻
に
付
着
さ
せ
て
稚
貝

を
保
護
し
、
餌
斜
の
多
い
時
期
に
放
流
す

る
乙
と
が
大
切
で
す
。
放
流
稚
貝
は
大
型
個

体
ほ
ど
行
動
力
が
あ
り
、
害
敵
に
対
し
て
強

く
し
か
も
、
高
い
再
捕
率
が
望
め
ま
す
。

図3

14 

"""'"' 
12 

10 

再

8 

6 

4 

2 

捕

率

70 80 90 (mm) 20 30 40 50 60 

放流時殻長

放流時殻長別の再捕率

10 

図4
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表2 放流時殻別再捕個数および再捕率

S .57 S .58 ※ 

調査 年 月日

12.9 5.13 10.8 10.13 10.14 10.19 10.20 10.25 10.27 合計

再捕数 (例) 38 6 5 14 5 18 18 11 14 91 

潜水 時間 (分) 120 80 210 240 240 240 180 70 420 1，680 

再手水60分当 (個)
9.43 2.00 

(平均)

りの再捕数
19.00 4.50 1. 43 3.50 1. 25 4.50 6.00 

3.25 ---
)jく*

放流数 十耳捕率
~ 

10 .1 ~ 1 5 mm 27例 。%
1 5 .1 ~20 1 2 173 1.15 

20.1 ~ 2 5 4 159 。
標 2 5 . 1 ~30 5 2 1 7 2 1 13 216 6.02 

識 30.1 ~35 9 1 1 3 2 4 11 260 4.23 

放 35.1~40 2 1 2 3 1 2 9 91 9.89 

iffc 40 . 1 ~ 4 5 2 2 1 3 1 9 132 6.81 

，画、
稚 4 5 .1 ~5 0 3 3 2 2 2 3 2 14 115 12.17 

貝 50.1~55 5 3 2 5 1 1 12 105 11. 42 -の 5 5.1 ~ 60 2 3 1 1 5 68 7.35 

サ 6 0 . 1 ~ 6 5 4 1 2 1 4 85 4.70 

イ 6 5 . 1 ~ 7 0 1 1 1 1 3 147 2.04 

ス 70.1 ~ 75 2 1 2 3 146 2.05 

7 5 .1 ~ 80 1 1 1 3 177 1. 69 

8 0 . 1 ~ 85 1 1 1 128 0.78 

8 5. 1 ~ 90 1 1 2 65 3.07 

計 38 6 5 14 5 18 18 11 14 )jく 912，094 
(平均)

4.34 

ネ 58年5月13日から10月27日までの合計

ヰド米 57年12月9日の再捕数を除いた放流数



日
本
海
に
お
け
る
海
藻
類
の
増
養
殖
に
つ
い
て

西
海
区
水
産
研
究
所
浅
海
開
発
部
第
三
研
究
室

室

長

鬼

頭

釣

な
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
割
と
効
果
が
上
っ

て
い
る
も
の
に
ホ
タ
テ
と
ク
ル
マ
エ

ビ
が

あ
る
。
最
近
は
ガ
ザ
ミ
が
瀬
戸
内
海
、
有

明
海
で
効
果
が
上
っ
て
き
て
い
る。

青
森
県
で
栽
活
漁
業
の
対
象
種
と
し
て

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ヒ
ラ
メ

は
、
種
苗
放
流
試
験
に
よ
っ
て
具
係
的
に

研
究
成
果
が
上
り
つ
つ
あ
る
。

栽
培
漁
業
に
お
け
る
種
苗
放
流
が
直
ぐ
全

国
的
に
水
損
増
と
な
っ
て
、
お
金
に
は
ね

返
っ
て
く
る
か
と
言
う
と
そ
う
簡
単
に
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
展
近
は
、
地

先
の
漁
業
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
情
勢
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

大
型
船
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
、
沿
山
町
漁

業
者
の
数
が
ま
す
ま
す
柚
唱
え
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
は
、

具
体
的
な
施
策
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
立

後
れ
、
沿
岸
漁
業
が
成
り
立
た
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
。

漁
業
に
お
け
る

「
一
村
一
品
運
動
」

大
分
県
で
始
っ
た
も
の
に

一
村

一
品
運

動
と
い
う
の
が
あ
る
。
乙
れ
は
、
各
村
に

何
か
特
徴
の
あ
る
物
が
な
い
か
を
検
討
し
、
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東
花
区
水
研
に
お
い
て
コ
ン
ブ
藻
場
造
成

等
の
実
績
を
あ
げ
ら
れ
、
現
在
は
西
海
区

水
研
に
て
、
海
凝
類
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
の
第
一
人
者
と
し
て
、
ご
活
躍

中
の
鬼
頭
室
長
に
よ
っ

て
、
表
題
の
講
演

が
十
一
月
十
一
日
水
産
試
験
場
漁
業
研
修

セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

二
百
海
里
時
代

に
お

け
る
漁
業

水
産
庁
の
漁
業
政
策
回
標
と
し
て
の
大

き
な
柱
と
な

っ
て
い
る
も
の
に
は
大
き
く

二
項
目
が
揚
げ
ら
れ
、
そ
の

一
つ
に
は
神

合
資
源
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
「
資
源
管
理
型
漁
業
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
。

も
う
一
つ
に
は
沿
岸
漁
業
の
漁
村
振
興

を
強
め
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
栽
倍
漁
業
、
沿

岸
漁
場
整
備
、
人
工
魚
礁
の
増
設
が
計
画

的
に
行
わ
れ
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

栽
培
漁
業
で
は
主
に
種
苗
放
流
と
し
て

マ
ダ
イ
千
六
百
万
尾
、
ヒ
ラ
メ
四
百
六
十

万
尾
、
ク
ル
マ
エ
ビ
二
億
九
千
四
百
万
尾
、

ガ
ザ
ミ
二
千
万
尾
、
ホ
タ
テ
十
七
億
個
、

ア
ワ
ビ
二
千
万
個
、
ク
ニ
千
三
百
万
個
と

戸画、、

戸、

そ
れ
を
村
の
特
産
品
と
す
る
た
め
に
、
行

政
、
試
験
場
、
生
産
者
の
皆
が
一
緒
に
な
っ

て
そ
の
村
が
開
発
し
て
い
く
。

開
発
し
た

品
物
を
県
独
自
の
流
通
ル
1
ト
に
の
せ
て

販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
乙
の
こ

と
が
今
、
大
分
県
の
影
響
を
受
け
て
熊
本

県
、
長
崎
県
に
広
が
っ
て
い
る
。

対
馬
で
は
ア
ワ
ビ
、
ワ
ニ
を
特
産
品
に

し
よ
う
と
必
死
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

増
殖
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
筏
術
が
先
に
で
き

上
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
は
ワ
一
一
、
サ
ザ
エ

で
も
や
っ
て
み
ょ
う
か
と
い
う
の
で
は
い

け
な
い
。
先
但
伝
来
の
こ
の
土
地
、

こ
の

海
で
生
活
宇
佐
聾
か
に
し
て
い
く
と
い
う
前

向
き
の
姿
勢
が
な
け
れ
ば
、
水
産
の
沿
岸
技

術
は
定
着
し
な
い
。
ま
ず
、
青
森
県
の
日
本

海
で
何
か

一
つ
の
産
業
を
副
り
あ
げ
る
の
だ

と
い
う
意
気
に
燃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
海
践
で
は
ど
ん
な
物
が
良
い
の
か
、

海
演
を
中
心
に
し
て
考
え
る
と
、
そ
れ
を

餌
と
す
る
ワ
一
一、
サ
ザ
エ
が
候
補
と
な
る

だ
ろ
う
。
ワ
一一、
サ
ザ
エ
に
は
餌
の
種
類

宇伊選
ば
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
例
え

ば
、
サ
ザ
エ
は
大
栂
の
葉
、
ギ
シ
ギ
シ
、

イ
タ
ド
リ
な
ど
を
餌
と
し
て
種
苗
生
産
で

き
る
。
更
に
、
種
南
生
産
そ
の
も
の
も
ア

ワ
ビ
の
よ
う
な
集
約
的
な
伎
術
で
な
く
て

も
っ
と
粗
放
的
に
で
き
る
。

技
術
を
あ
ま
り
集
約
的
に
す
る
と
、
養

勉
に
向
い
て
し
ま
う
の
で
、
サ
ザ
エ
、
ゥ

こ
な
ど
は
組
放
的
な
技
術
の
中
で
種
苗
生

産
を
確
立
し
、
展
開
し
て
い
く
と
、
意
外

に
ど
こ
で
も
う
ま
く
で
き
る
。

藻

場

藻
場
と
は
海
藻
が
あ
る
程
度
群
れ
に
な
っ

て
生
え
て
い
る
も
の
を
い
う
が
、
そ
の
機

能
は
、
①
植
物
を
食
べ
る
動
物
の
餌
場
、

②
小
動
物
の
か
く
れ
場
や
棲
み
場
、
①
産

卵
場
等
で
あ
る
。

海
市
閣
の
種
類
に
よ
っ
て
「
ガ
ラ
モ
場
」

「
コ
ン
ブ
場
」
「
ア
ラ
メ
場
」
「
ア
マ
モ

場
」
等
が
あ
る
が
、
東
北
の
太
平
洋
岸
で

は
コ
ン
ブ
場
を
造
る
こ
と
は
割
と
楽
に
で

き
る
。
し
か
し
、
日
本
海
北
部
の
藻
場
造

成
の
場
合
は
コ
ン
ブ
を
対
象
に
は
で
き
な

い
。
小
泊
以
南
の
H
本
海
に
、
殆
ど
コ
ン
ブ

が
み
ら
れ
な
い
の
は
対
馬
騒
流
に
栄
益
塩
が

少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
藻
の
中

に
は
栄
養
塩
が
少
な
く
て
も
育
つ
種
類
が
あ

る。

例
え
ば
ガ
ラ
モ
(
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
)
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
種
は
時
期
が
く
れ
ば
流
れ

去
っ
て
し
ま
ろ
が
、
又
来
年
に
は
生
え
て
く

る。

こ
れ
ら
が
生
え
る
乙
と
に
よ
っ
て
岩
に

小
さ
な
海
藻
が
生
え
、
こ
れ
を
サ
ザ
エ
な
ど

が
食
べ
る
。
従
っ
て
、
顔
場
を
造
る
と
色
々

な
形
で
底
棲
生
物
に
影
響
を
与
え
る
。

今
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
ヤ
ツ
マ
タ
の
漠

場
造
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
南
の
海

域
で
は
魚
の
食
害
が
あ
っ
て
苦
労
し
て
い

る。

北
の
海
に
は
ブ
ダ
イ
等
の
植
物
を
食

~ 

-‘ 

ベ
る
魚
が
い
な
い
の
で
、
藻
場
造
成
は
難

し
く
な
い
と
思
う。

ツ
ル
ア
ラ
メ

コ
ン
ブ
の
仲
間
に
ツ
ル
ア
ラ
メ
と
い
う
種

が
あ
り
、
こ
の
海
域
に
も
分
布
し
て
い
る。

海
藻
の
中
で
は
唯
一
ほ
ふ
く
糸
で
培
え
る
特

徴
存
持
っ
て
い
る
。
多
年
生
で
、
一
日
一岩
に

生
え
れ
ば
五
t
六
年
は
そ
乙
に
定
着
し
、
根

か
ら
伸
び
て
広
が
り
群
落
が
で
き
る
。

コ
ン

ブ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い
が
、
野
性
的
な
植

物
で
効
果
が
あ
る
の
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

又
、
ッ
ル
ア
ラ
メ
は
実
験
材
剃
と
し
て

も
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
栄
養
繁
殖
力
が

強
い
の
で
、
コ
ン
ブ
と
ツ
ル
ア
ラ
メ
を
掛

け
合
せ
る
と
ど
う
な
る
か
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
細
胞
融
合
な

ど
の
方
法
に
よ
っ
て
、
ツ
ル
ア
ラ
メ
の
よ

う
な
繁
殖
力
を
持
ち
、
コ
ン
ブ
の
よ
う
に

大
き
く
な
る
品
種
を
創
り
出
せ
れ
ば
、
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
。

お
わ
り
に

東
北
の
海
で
何
手
増
や
せ
る
か
論
議
を
し
っ

か
り
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
藻
場
の
造
成

は
あ
る
程
度
の
こ
と
は
で
き
る
と
私
は
自

信
を
持
っ
て
い
る
。
乙
れ
ら
を
土
台
に
し

て
、
何
か
の
増
勉
宇
佐
図
ろ
う
と
い
う
気
に

皆
さ
ん
が
な
ら
な
け
れ
ば
培
養
殖
は
成
功

し
な
い
。

以

上

(
講
演
と
り
ま
と
め
)

海
草
部

部

長

小

田

削
譲
二


